
アルコール消費鼠に関する研究

菊 地 亮 也＊

秋旧県の酒類消費星は，昭和40年以降全国乎均をを上

回っている。

アルコールの長期間の多量飲酒は，健康障害の発症に

関連がみられ，とくに，食生活J:アンバランスになり易
1) 

く，肝障害の進展も推測され，肝硬変死亡率および脳卒
2) 

中死亡率との相関も報告されている。

そこで，健康的な飲酒の方法，飲酒状況と食生活との

関連などの調査研究をすすめるための基礎謁査を実施し

たので報告する。

富 樫 美和子＊

A 調査資料
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ー 調 査 方 法

酒類消費菫よりアルコール消毀星を以下のとおり算出

した。

酒類は，清酒（特級，ー級，二級），ビール，ウイス

キー（特級，ー級，二級，）その他（しょうちゅう，み

りん，合成酒，果実酒類，スピリッツ類， リキュール類

）の 4種類に大別し，以下の各々の平均アルコール濃度

と比重より算出した。

清酒・アルコール15.5%,比重1,002。 ビール・アル

コール4.0%,比重l.010。ウイスキー・アルコール40,0

％，比重0,951。 その他酒類・アルコール22.6%,比重

1.0776。

都道府県別酒類消費量および人口 1人当たり消費菫

密造犯等の検挙状況

秋田県税務署別酒類別販売数量

1 ~3は仙台国税局間税部の資料による。

4 市町村別，酒類別販売数星は秋田県内各小売酒販組

合の資料による。

5 市町村別年度別人口は県・統計課資料による。

6 市町村別年度別の成人人口は県・地方課資料（選挙

登録者数）による。

7 都道府県別，死因別死亡率は厚生省資料による。9

8 市町村別，死因別死亡率は秋田県衛生統計年鑑によ

る。

""-
調 歪 結 果

A 都道府県別人口 1人 1年当たり酒類消費量

都道府県 1年 1人当たり酒類消贄星は，表1および付

表 1に示したが，全国的に年々増加しており，東北では

昭和40年から43年までの増加率が著しく， 3年間で20~

26％増加している。 （宮城県20%,秋田県・山形県23%

青森県24%,岩手県・福島県26%)。同年代を全国的に

みると，増加率の多い県は四国地方の高知県26%,香川

及l 秋田県および全国人口 1人 1年当たりの酒類消費籠と順位 単位： ¢ 
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図1 酒類消費量および密造犯則数量の推移

県・徳島県25%,九州地方の佐賀県25%,長崎県24％な

どである。

また，秋田県の酒類消費黛は，表 1および図 1に示し

たように，消費械，全国順位共に増加しており，昭和40

年を境に全国平均を上回り，昭和46• 47年は全国第5位

を占めている。

また，消毀菫の伸び率をみると，秋田県では昭和26年

1年 1人当たり 5.3£ が20年後の昭和46年に10倍の53.3

¢まで増加しており，高知県の 4.1£→53.0£ に次ぎ全

国第2位の伸び率を示している。

東北地区を比較すると，秋田県の洒類消費羅は，昭和

36年より東北平均を上回り，以降東北で最も伸び率が高

い。この変動には，密造酒が昭和37年をピークに急激に

低下していることも関連していると推測され，過去の実

際の消費巌はかなり多量とられていたものと考えられ

る。

B 都道府県別人口 1人当たり年間酒類消費量と死因

別死亡率の関係

成人病と酒類消毀菫との関連を探るため，脳血管疾

患，悪性新生物，心疾患の粗死亡率と酒類消穀鼠との相

関をみると，表2のとおりですべて負の相関を示した。

これは，酒類消費簸が全人口 1人当たりの¢数であり，

飲酒率，消質される酒の種類の違い，都市化率などのI:,1]

題が加味された結果と思われる。
3) 

また昭和45年死囚別訂正死亡率（男）と酒類消費鍵の

相関を表3でみると，胃の悪性新生物では，有意な相閲

⑰<0.05)が認められた。秋田県は癌の訂正死亡率が

男で全国 1位，胃栖は 3位であり，脳卒中死亡率と並ん

で注目されている。これらの死亡率と飲酒誠をとりまく

表2 全国都道府県別人口 l人当たり 1年当

たり酒類消費巌と死因別死亡率の関係

年度死 因相関係数 l
昭和40年 1脳血管疾患い。為笠．］東京，羹賃閾i<-..:

高血圧症 I―------0.2638 | 
悪性新生物I-0.3308 I P<_0.05 
心疾ー患、 1― -O.6717 | P<0.001 

昭和43年脳血管疾患―-~ p<0.05 
悪性新生物 —o. 1866 I 

心疾患 ー0.5262 が<0,001

-0. 1895 I 

-0. 1635 I 

-0.2939 I P<_0.05 

昭和46年脳血管疾患 I

悪性新生物

心、疾患 I

表3 都道府県別酒類消費籠と死因

別訂正死亡率（男）の関係

死 囚 I

脳血管疾患

心疾患 I

悪性新生物

胄の悪性新生物 I

相関係数
l 

+0.0001 I 
十0.1640

---

+0.0708 I 
十o.312? I p<o.os 

食生活などの諸因子との関連も追求する必要がある。

C 秋田県酒類およびアルコールの消費量

秋田県の酒頬消費とアルコール消費量を酒類別に分類
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し，総人口 1人当たりおよび，成人 1人当たりの消費量 近13年間で 3.2倍に増加し，ビールが最も伸び率が高く

を算出し，表4, 5と図2, 3に示した。 4.8倍，ウイスキーは10年間で3.7倍に，合計数量では，

人口 1人当たりの酒類の消費推移をみると，清酒は最 3.2倍に増加している。 逆に，合成酒，焼耐など，その

表4 秋田県年度別酒類別消費数量 (I年間 1人当たり） ¢ 

清 酒 ビ Iレ ウイスキー

人1人当口 1 成1人人当 人1人当口 1成1人人当 人1人当口 1成1人人当

昭和 35 年 8.8| I 5. 8l 
昭和 36 年 10.21 I 7.91 
昭和 37 年 12.2j 20.51 10.71 

昭和 38 年 15,31 
| 

24.81 12.2! 

昭和 39 年 16,91 ―I 13.91 
昭和 40 年 18.61 30.41 15.51 

昭和 41 年 21.11 34.01 16.21 

昭和 42 年 22.51 35, 71 19.41 

昭和 43 年
I 

23. 71 36.91 19.s¥ 

昭和 44 年 24,81 38,41 20. 8| 

昭和 45 年 24.8 36.2 23. 11 

昭和 46 年 25.91 37.6I 1 
l 

23.2, I 

昭和 47 年 27.2I 1 39,01 25. 2| 

昭和 48 年 27.91 39.41 27.81 

他の酒類はM.5に減少し，酒の洋風化で質的変化がおこ
っている。

また，成人男子 1人 1日当たりの酒類消費輩を算出し

てみると，昭和43年で清酒2171118(1.2合），ビール17911le

（大びん％．5本），ウイスキー61118, その他の酒類36111&で

合計4001118の消費輩となる。 同じように，昭和45年では

清酒212m£ (1. I合）， ビール19811l¢ （大びん約％．材こ），

ウイスキー 711l8，その他の酒類3011l¢， 合計447111e,昭和

48年では，清酒231111e(1.3合）， ビール23011lヽ （大びん

炒7本）， ウイスキー 9111ヽ ，その他の洒類2311l¢，合計493

“である。

図2は酒類別の消費率を示すが，清酒は変化がみられ

ず，総星の増加とほぽ一致している。その他の酒類は，

減少を示し，ビールとウイスキーは増加がみられる。

また清酒だけの消費量をみると，昭和47年で秋田県は

年間 1人当たり27.2£（全国平均15.0£)で全国 l位を

示している。
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酒類消費羅全国 1~2位を示す大都市では，ピールが

消費董の70％以上であることから，秋田県の特徴は清酒

の多駄飲酒と言える。 図2 秋田県の酒類月り消費率
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表 5 秋田県年度別酒類別アルコール消費量（ 1年間 1人当たり） ， 
清酒

人ビ1人当口ー1成1人ル人当 11 人ウ1人イ当口ス1成キ1人ー人当

その他 合計

人1人当口 1 成1人人当 人1人当口 1成1人人当 人1人当口 1成l人人当

昭和 35 年 I 1,3671 218 I I 8711 2,4551 

昭和 36 年 I I, 5781 2981 I I 9021 2,7781 
i 

昭 和 37 年 I 1, 8801 3, 1641 402 676 I 8661 1,4581 3, 1481 5,298 

昭和 38 年 I 2,3631 3, 8411 4571 744 I 叫 1,3261 3,6351 5, 910・ 
昭和 39 年 I 2,6131 I ―I 5241 ―I 1461 

| 
7241 ―I 4,0071 -1 

昭和 40 年 I 2. 8751 4, 6941 5841 9541 1891 3091 7941 1, 2961 4,4421 7,252" 
昭和 41 年 I 3,2641 5,2601 6091 9821 2231 3591 802| 1, 2931 4, 8971 7,893 
昭和 42 年 I 3,4861 5,5151 7291 I, 1531 2791 叫 7951 1,2581 5,2891 8,367 

昭和 43 年 I 3,6571 5,6981 7351 1,1441 2931 4571 8351 1,3001 5,5191 8,600 
昭和 44 年 I 3, 838! 5, 9391 7811 1, 2061 叫 4851 7781 1,201| 5,7101 8,823 

昭和 45 年 I 3, 8281 5,5931 8691 1,270¥ 3651 5331 叫 1,0531 5, 7821 8,448 
昭和 46 年 I 4,008| 5, 820| 8701 1,2641 36ol I 522| 6791 9861 5, 9171 8,592・ 
昭和 47 年 | 4, 205| 6,0251 9471 I, 3571 3801 5441 6511 叫 6, 1 祠83 8,861 
昭和 48 年 I 4,3911 6,091¥ 1,0461 I, 4791 467¥ 660¥ 588¥ 8301 6,4 9,060 

また，仙台国税局の分析によると，清酒の中でも高級 北平均の特級ー級の伸び率24％と比較すると，秋田県の

化がすすみ，昭和46~47年では特級が約20%,ー級が 伸び率は低い。

22.2％伸び，二級酒は1.5％減少している。 しかし，東 総アルコール消費量は最近13年間で 2.6倍で酒類の消
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図3 秋田県の酒類別アルコール消費率

費推移より少ない。これは，酒類の増加のうち，ビール

の占める消費率が高くなっているためである。

総アルコール消費輩を 1日当たりに換算すると昭和48

年では，人口 1人当たり 17.89，成人 1人当たり24.9'f

となる，また，成人男女の％の者が飲酒すると仮定すれ

ば， 1日アルコール摂取量が約75'fとなる。
4) 

Popperらは 1日 1609以上の連日飲酒で，肝障害の・

進展がみられ， 809以下（清酒では約 2.8合）では肝臓

への影響はみられないと報告している。

酒類別アルコール消費率を図3に示した。清酒は総ア

ルコール消費量の約70％を占め，年々増加の傾向がみら

れる。昭和38年以降の増加率が高いが，合成酒，焼酎か

ら清酒への移行があったと推察される。

ウイスキーとビールのアルコール消費率も年々増加が

みられ，その他の酒類は減少している。

D 秋田県地域別年間 1人当たり酒類およびアルコー・

ル消費量

税務署別に酒類消費星およびアルコール消費量をみる

と表6のとおりである。
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表6 秋田県地区別年度別酒類消費嶽（税務署別 1年当たり）
,,,,, 
’̀ 9, 

38年度― 39年度 40 年度 41 年度 42 年度 P

地区別贋』叫いよ虹□疇贔塁「叶貪｀贔塁＊碕貸｀
秋田南 1塁：1 ;昇竺:|8：置；：］で，土霜塁！？：：2叫。悶塁r:；□□三
秋田北|5, 384| 45.3| 5, 473| 5, 998| 51.0| 6, 109| 6, 229| 53.7| 6, 399| 6, 346| 55.3| 6, 717| 7, 578| 66.4| 7, 749 

大館 15, 3241 33.9| 3, 667| 5, 839| 37.5| 4, 6231 6, 458: 41.9| 4, 570| 7, 127| 46.41 5, 127| 7, 249| 47.71 5, 158 

花輪|2,3591 32.113,56612,4931 34.614,046! 2,6661 37.714,421: 2,8叫41.o/ 4, 8961 3, 1391 45. 2¥ 5,264 
能代 M32.1I3,82214,5311 34.314,053! 4,6271 35.614,20115,1961 39.914,74415,8231 45.21~ 

本荘 l4・叫ruJ3, 7521 4. 3571 32. ol 4,061 I 4, 7561 35. 61 4, 5091 5, 3181 40.. 51 5, 2701 5, 5261 42. sJ 5, 292 
大曲| 5,356 

横手| 4,811 

湯沢|2, 641| 25.0| 3,029| 2, 891| 28.01 3, 390! 3, 250l 32.0| 3, 903| 3，竺50| 36.0| 4, 447| 3, 986| 3：叫 4,834 
「 43 年度 1 44 年度 1 45 年度 1 46 年度

アルコ l アルコ アルコ アルコ秋田南：秋田市南部

地区別贔塁｀｀芦績五篇髯晶澁比悶贔塁泣合畠1五闘貸秋田北：量主庸
(KQ) (¢)量(9) (KQ) 0)皇(9)I (K£) 0)量g) (KQ) (¢)星（9) 秋田郡

秋田南 I12,096¥ 48.41 5, 158|ll, 877l 46.7| 5,017|12, 880| 50. l1 5,268|12,983| 49.6| 5,204大館：諸儡’北

秋田北 I7,5921 67.1 7, 781 8,3851 74.9| 8,3601 8,872i 79:1| 8, 719| 8, 725| 77.5| 8,612花輪：鹿角市，鹿
角郡，＇t．

大 館 I7, 173| 44.1| 4, 729| 7, 5661 47. 11 5,016l1 1, 338| 71.4| 7, 539f1,969| 75.7| 8,001能代：嬰益市，山
花 輪|3,089|46.31 5,437| 3,241 49.4! 5, 7271 | | 1 | 1 本荘：肴喜市，由

， 大曲：大曲市，仙
能 代！ 5,8451 45.815,26616, 146 48.615,535: 5,9441 47.715,25716, 1111 49.415,533 北郡

横手：横手市，乎
本 荘i5,697i 44.515,532! 6,0t9j 47.615,815! 6,2561 50.215,900: 6,3811 51.116,030 鹿郡

湯沢：湯沢市，雄
大 曲 8,923! 50.116,078/ 8,9951 51.0: 6,078i 8,609!,49,515,73618,8921 51.115,957 勝郡

ー横 手 I ＊直也区別消費量

湯 沢 14, 152| 42.0| 5, 191: 4, 3631 44.9I 5, 516| 4, 613i 48.5| 5, 699| 4, 5411 47.5| 5, 708 年度別総人口

総人口 1人当たりの酒類消費量をみると，秋田北（秋

田市北部，男鹿市，南秋田郡）が昭和38年以降1位を占め

ており，県中央部および県北地域に比ぺ，大曲，横手，

湯沢と南部にいくほど 1人当たりの酒類消費量が少ない

傾向にある。

また，昭和45年以降大館地区が秋Il:1北に次いで消費最

が多くなっている。

1人1年当たりのアルコール消費量も，酒類消費董と

同じ傾向を示すが，県中央部の秋田南，北地域は，県北

部，県南部地域に比べ，酒類消投董が多い割にアルコー

ル消費蓋が少ない。これは，県中央部はピールの消費址

が多いためである。

E 秋田県の月月IJ酒類消費量

秋田県の酒類消費量を，酒類別，月別にみると麦7の
とおりである。

清酒は12月が多く年間の12~13％が消費され， 3月，

4月， II月に 9％前後消賀されており冬型である。‘

ビールは， 6~8月に集中しており， 8月には年間の

17~19％が消費されている。また， 6~8月の3か月を

合計すると，年間の40％以上の消費となり，夏型を示し

ている。

ウイスキーは， 5か年共に12月が多く， II~12％消費

され，冬，春型である。

また，合計の消費簸では8月が多く，これはビー／りの

消費重が集中しているためで，次いで12月が多い。
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年度別の推移をみると，昭和45年の8~9月に清酒が

やや多い他は大差はみられない。

表7 秋田県の月別酒類の消費率 （％） 

酒 lビール！ウイスキーI合 計

12.618月 18.0|12月 12.1j 8月 12.0

昭和42年 112月 11.8| 7月 15.4!11月 9.0| 7月 10. 1 

1月 8.9|6月 10.118月 8.8|11月 9.6

12月 12.018月 17,3112月 11.7|8月 11.7 

昭和43年 4月 9.7|7月 13.4|3月 9．司：月 9.6 

3月 9.4|5月 10.2|2月 8.6|12月；］

12月 12.7|8月 18.9|12月 11.8|8月五万

昭和44年 11月 9,017月 14.5110月 9.21 7月 10,3 

4月 8,916月 10,318月 8.8112月 9.8

12月 12.318月 18.6112月 11.918月 13.3

昭和45年 9月 9.317月 13.715月 8,517月 10.I 

8月 9.016月!0.413月 8.5|12月 9,5 

12月 13.0|8月 !9.2J12月 11. 1| 8月 12.9

昭和46年 4月 9.617月 13.313月 9,6112月 10.1

11月 8.716月 10.114月 9. 1J 7月 9.8 

＊消費率の高い上位3か月を示した。

F 市町村月IJ1人1年当たりアルコール消費量

酒類消費数量を，資料の得られた市町村別，年度別に

みると，とくに増加率の大きい市町村は，山内村，鳥海

村，東成瀬村で，昭和37年～47年で約4倍に増加してい

る。

市町村別のアルコール消費董の平均値と標準偏差を求

め，十 6以上または一q以下の市町村をみると，昭和43

年～45年で十り以上の市町村は，本荘市，仁賀保町，矢

島町，由利町，横手市，湯沢市などである。また— a 以

下の市町村は，合川町，西仙北町，仙北村，千畑村，仙

南村，皆瀬村，比内町などである。

G 秋田県市町村別酒類別アルコール消費率

酒類別にアルコール消費率についてみると，昭和37年

~47年でほとんどの市町村が，清酒，ビール，ウイスキ

ーの消費率が増加し，その他の酒類は減少している。

秋田県の酒類別アルコール消潰率（図3)と比較する

と，清酒の多い市町村は，仁賀保町，金浦町，大内村，

矢島町，由利町，神岡町，西仙北町，合川町，森吉町，

琴丘町，山本町などである。

ビールの消費率は，都市部が高く，本荘市，大曲市，

横手市，湯沢市，大館市，秋田市が15~21％を示してい

る。また，角館町，東成瀬村，皆瀬村，田代町も高く，

17~19％を示した。

ウイスキーは，秋田市，大館市が多く， 7~12％で，

他の市町村は 1~5％を示した。

H 秋田県市町村別アルコール消費量と死因月lJ死亡率

および財政力指数の関係

市町村別の 1人当たりアルコール消費量と，脳血管疾

息死亡率との相関は，昭和41年～45年各年度共相関関係

は認められなかった。悪性新生物死亡率と 1人当たりア

ルコール消費量との関係（昭和43年～45年）もみられな

かった。また，市町村別アルコール消費量と脳血管疾患

および悪性新生物の死亡実数との相関関係も認められな

かった。

表8 市町村別アルコール消費葺と財政力指数

相関係数
I 
N 

昭和 42年 +0.4776 p<o.01 I 36 

昭和 43年 十0,4152 p<a.01 I 58 

昭和 44年 +0.3491 p<o.01 I 58 

5) 
次に，昭和42,43, 44年度市町村別財政力指数と 1人

当たりアルコール消費量の関係は，表8に示したとお

り，相関関係がみられた(JJ<0.01),すなわち財政力

のある市町村ほどアルコールの消費量の多いことを意味

する。

I[まとめ

アルコール消費量について調査した結果，次のとおり

である。

1 秋田県酒類の消費量は，昭和40年以降，全国，東北

平均を上回り， 1人1年53£ を消費している。

最近20年間で10倍の伸び率を示し，全国第2位の伸び

率で密造洒との関連がみられる。

2 昭和45年度都道府県別酒類消費量と，胃の悪性新生

物訂正死亡率（男）に有意な相関がみられ，脳血管疾息

死亡率とは相関が認められなかった。

3 妓近13年間でビールの伸び率が最も高い。昭和48年

の秋田県男子 1人 1日当たり清酒231111e, ビール2301f1¢,

ウイスキー 9111£,その他の酒類23叫，合計 4931f1¢を消費

しており，清酒では昭和47年秋田県 1人 1年当たり27.2

¢で全国第 1位である。
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4 昭和48年秋田県の総アルコール消費量は人口 1人 1

日当たりでは17.8'I,成人 1人当たり24.9'1,成人の飲

酒率33％とすれば， 1人 1日当たり759となり，清酒か

らのアルコール消費率は，約70％である。

5 秋田県地域別のアルコール消費量は，県中央部が最

も多く，次いで県北地区で，県南部へいくほど少ない傾

向にある。

6 秋田県市町村別アルコール消費巌と，脳血管疾患，

悪性新生物の死亡率および死亡実数に相関はみられなか

った。

市町村別アルコール消費鍼と，市町村別財政力指数に

は有意な相関が認められた。

謁査にあたってご協力いただいた，各関係機関に感謝

の意を表します。
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付表 1 都道府県別人口 1人当たりの酒類消費数量

区 分 l昭和26年度 l昭和30年度 I昭和35年度 I昭和40年度 I昭和45年度 I昭和47年一度

： 肩別贋 消費数?£息合I消費数?£虞合消費数↑し慮合消費数？£息合消費数？」直含I消費数？］［；
東東京 110, 107116.4 184, 082 22.9 330, 521 34. 1 543,316 50.0 712, 82862. 1 788, 17568.9 
神奈川 31, 278 12. 1 48, 372 16.6 91, 335126.5 174, 018|39.3 260, 738148.4| 296, 267 50.5 
京千葉 15, 7041 7,31 26, 856112,31 39, 900il7,31 82, 193j30,41 139, 875142.0I 166, 578145,5 
局山梨 5, 309 6.6 9, 823 12.2 15, 125i 9.3 25, 22033. 1 33, 81444.0 35, 84946.9 

計 162,29_3:13, 31 269, 133119, 31 476, 881129.41 824, 747143. 91 1, 147, 255154.71 1,286,869 
可玉 15,372 7. 1 26, 026 1 1.5 42, 438’17.5 89, 28629.6 147, 197138.3 179, 118 42.o 
関茨城 lo, 926 5.4 21, 168 10.3 32, 622 15.9 56, 963|27.7 86, 50040.3 97, 870 44.4 
東栃木 l0, 440 6.7 17, 731 11.5 26, 888 17.8 46, 172’30.3 63, 02539.9 75, 388 46.4 
信群馬 9, 922 6.2 17, 841 11. 1 27, 256117.3 49, 228130.7 65, 04839.0 73, 933 43.7 
越長野 14, 468 7.0 24, 199 12.0 40, 87520.6 62,037 31.7 82, 561 41.8 94, 114 47,7 
局新潟 16,525| 6.7 31, 714 12.8 46, 493| 9.0 82, 63434.41 1 12, 658|47.4 124, 175 52.8 

計 77,65316,51 138,679111,61 216、572118,11 386, 320:30,81 556, 989141.0/ 644,598 
大阪 46,475 11.4 83, 062 18.0 157, 72723.7 295, 976 44.5 451, 069|59.5 487, 80262.7 
大京都 l3,892 7.5| 28, 782114.9| 42, 761 21.5 74, 23935.3 105, 50446.9 114, 803150.5 
丘庫 29,8388.81 47, 655113.2 84, 654121.7 155, 206 36.0 225, 638148.5 245, 954 51.9 
阪徐良 4, 1 155.4 7, 472 9.610, 522 13.5 21, 072 25.5 32, 051 34.6 35, 487 35.9 
和歌山 6, 497 6.6 1 1,091 1 1.0 18, 229118.2 33, 526132.6 46, 43844.4 50, 69248.3 
局滋賀 5, 407 6.3 8, 687 10.2 13, 453116.0 22, 72826.61 32, 298i36.3 36, 97940.3 

計 106,224¥ 8, 9¥ 186, 749¥14,6[ 327, 34612~[ 892, 998[51.5[ 971, 717/ 

北海道I北海道| 52, 917|12. 1| 90, 158il8.9| 138, 032127.4| 212, 345|41. 1| 263, 056:50.2| 275, 655153.o 

：』！ 均言目言且言言且言言塁汀言言［旦言言秋田 6,95,i 5,3'15,386111.41 25,089,18,8! *49, 117[38,41 59, 112:47.71 *69,427156,6 
局山形 7, 0971 5.3 15, 948 1 1.8 23, 099117.51 38, 87330.8 51, 662i41.9 56, 35246.5 

計 56,963 6.31 1 14, 328|12.2| 175, 68h18.8I 30l, 270,33. 1 403, 453144.5 444, 329|49.3 
金石川 6, 256 6.5 1 1, 316 1 1.7I 16, 836 17.3 29, 537 30. 1 41, 765'41.4 47, 0晒豆
福井 4, 264 5.7 7, 971110.61 13, 480 17.9 22, 021129.3 30, 92641. 1 34, 62446.4 
沢富山 5, 934 5.9 12, 697 12.4| 21, 055120.4 32, 630’31.8 43, 48442. 1 47, 89946.o 

局 l 計， 16,4546.0 3 1, 984!l l.7, 51, 371!18.6 84, 188|30.51 1 16, 17541.6 129, 553 

愛知 25,817 7.4I 46, 558 12.41 83, 856 19.91 151, 176131.5, 224, 86741.7i 253, 52945.3 
名 1静岡 18, 489 7.4 34, 633 13. 1 59, 58821.6 106, 618,36.6 144, 961146.6 157, 870149.7 
古三重 8, 755j 6.01 14, 5711 9. B! 23, 641!15. 91 38, 137;25.21 51, 896:33.71 60; 594138. 7 
鶯＼岐阜 9, 747 6.3 15, 886 10.o'29, 271 17.9 48, 443'28.5 64, 598136.5 73, 385141.o 

広it島 行：言］：ぶ塁：瓢：： ？雷•9心誓溢l塁：：｛塁'9：芯：翌翌56.7
広山口 14, 624|9.4 26, 757 16.6 40, 794 15.5| 60, 14039.0 79, 901 52.6 86, 30557.3 
岡山 9, 263'5.5 17, 821110.5 28, 657 17.21 48, 385 29.4 71, 204141.6 76, 754144. 1 
島鳥取 4, 620| 7.7 8, 355 13.6 13, 54722.5 20, 62735.4 27, 39747.7 31, 773 55.9 
局島根 5, 740| 6.31 11, 94012.9 16, 974 19. 1 26, 917132.7 35, 341 45.7, 38, 71350.8 

計 1 50, 147 7. 3 94, 464|13.5 151, 38521.8 245, 231'35.7 343, 504l48.91 375, 957| 
香川 5, 608 5.9 1 1, 61 1112.3| 14, 568 15.9 24, 12726.8 34, 79938, 0: 39, 48542.8 

: 9 9 l i：置｛： ： ［：讐i[ ! i [［：詈［［ ： l〖：彎i.] 息嘉詈］ 円三i[.] 
目1[百til :i: !i信iii: ：！直；］ 1[i:言{il1冒言i[il冑：言i1冑言1日
局計 63, 144,10. 1 100, 986 15.3 152, 33422.7 231, 762135.8, 298, 74946.3| 320, 5011 
― 熊沐：― l3,240 7.2 26, 382|13.9 35, 350,19.0 53, 33630. 11 65, 993'38.6 72:85243.5 
熊大分 11, 21 11 8.9 17, 136 13.4| 24, 408 19.7 40, 132 33.8 51, 167144.21 55, 095 47.6 
本鹿児島 12, 921 7.2 21, 573 10.6 29, 97815.3 49, 907 26.9 62, 370|35.8 70, 16641.4 
宮崎 7, 2181 6.6114, 657 12.9 22, 599119.9 35, 19532.6 45, 21642.7 50, 691 48.5 

局 計 44,590 7.5 79, 748,12.5 1 12, 335118. 1 178, 57030.3 224, 74639.7 248, 8臼ー

総計 |718,9911 8,51~~268, 609114.212, 069, 541j22.2[ 3,532, 111135, 914,899, 276:47.2[ 5,427, 815;5l.3 , __  
＊昭和47年10月1日現在都道府県別人口の統計（総理府統計局）をもちいた
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付表2 市町村別年度別年間アルコール消費量 （総人口 1人当たり 9)

／
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、付表3 市町村別・酒類別アルコール消費率 (l年間 1人当たり・％）

~. --------~ 年度 昭和 37 年 1 昭和 42 年 昭和 47年

．市町村名
、酒------類区分清酒［ビールIZ-!.AIその他清酒1ビール！z:吋その他清酒1ビー／叫：竺lその他

大 館 市 61 18 7 14 61 
21 7 1 
8 10 

比 内 町 68 13 4 15 70 4 ， ヽ

田 代 町 69 一4 3 14 69 1 7 4 IO 
鷹，‘ 巣 町 65 16 5 14 

＾ ロ )II 町 75 I I 3 | l l 

森 吉 町＿ 73 12 4 l l 

邑： 仁 町 68 14 5 |―ー百
I 

上 小 阿 仁 村 74 14 4 8 

能 代 市 50 11 3 36 69 14 三 ·• 12 
琴 丘 町、 59 |. 12 3 26 74 IO 3 l3 

ツ 井 町 55 , 13 4 28 69 14 4 し13

八 森 町 .53 8 4 35 70 I I 4 15 

山 本 3 25 74 12 3 l l 

藤＇ 里 4 21 71 13 3 l3 

八 竜 3 29 72 IO ーゴ 15 
峰 浜 ―――i • 36 72 ， 2 17 
秋 田 64 18 9 10 62 

一詞2103l! 一ー122 3 
6 

、河 辺 72 一 7

丁
-73  15 

雄 和 75 ， 77 7 

本 荘 28 69 → 2 7 1 15_6 8 
仁 賀 保 28 •72 IO 75 12--6 7 

金 浦 34 | 71 ， 75 12 7 6 

象潟 〗三
5 1 

口141・ 771 II、一奇→一
贅． 城ヽ一 53 
，目 59 --5  9 

――東，由利 48 2 12 

大：内村 57 3 10 
矢島，•町， 82 4 8 

由利 〗二 53 l5→5 ll 2 8 

鳥海 78 23 69 110 8 2 19 
角館 —一で6 6 ——8 
中 a 仙町 ----元―寸l-1 3 --T6 

大 脚

>= I’ —— I’ --・神・ 岡
西：仙 北 ニロ協 和 町

ー
外

［討町ニ― 
北

横 手 55 

万ニーロ2 30 増 田 5l 

-; 鹿 一言

二評I2|_甜物 JII 町 54 
--

_61|-—→一2i

大 森

闊―
55. II I 33 

十 文 字 .--55 --百---2づ 0- -

山 内 甘―
62. 12 —-2 --互4 __  

二i
雄 63'. 9 ---2 26 

沢
悶―

59 15--5一可 59 15 

JII. 57 ］ 一 2 31 57--ib 
.: 町 62 20 62 ---I3 

羽

『ミ工1]三！東 成 瀬
皆 S瀬
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